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Abstract 

Food tastes better when eaten in company than when 
eaten solely. Although several accounts are proposed 
for this social facilitation of eating, they share the 
basic assumption that this facilitation is achieved by an 
existence of other individuals. We previously reported 
that the "social" facilitation of eating was observed 
with a mirror, suggesting a possibility of the social 
facilitation of eating without an actual existence of 
others. We further explored a minimal condition for 
the "social facilitation" in terms of a static picture of 
self-image. Despite neither the synchronization of 
the action with someone nor the dynamic visual 
information was provided during eating, the elderly 
participants tasted popcorn better and eaten more 
with the static picture of self-image than with a 
static picture of the wall. These results suggest that 
the "social" facilitation of eating to occur requires 
neither an existence of other individual nor an 
engagement of the same activity (i.e., eating). 
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1. はじめに 
 他者と食を共にする「共食」は人間の食の大きな
特徴である。共食することは個人間の社会的結びつ
きを強め[1]、集団のパフォーマンスも向上させる[2]。
食事らしい食事として家族や友人との楽しく食べる
食事を想起することが多いように[3]、共食は他者と
の社会関係を構築する場としての役割もある[4]。  
 共食することは食行動それ自体にも影響する。共
食すると１人で食事する「孤食」と比べて食品をお
いしく感じ[5]、摂取量が増加する[6]。従来の研究で
は、この現象（食行動の社会的促進[7]）は日常的な
共食場面[8]やそれを模した実験状況[9]で検証され
ることが多かった。そのため、日常的な共食場面で
通常行われる会話などのコミュニケーションやそれ

によって高まる気分、リラックスした雰囲気がこの
現象の要因として考えられてきた [10]。 
 しかし近年になって、それらを統制した状況であ
っても、食行動する対象が視覚刺激として存在する
だけでも食行動の社会的促進が生じることが明らか
になってきた。中田・川合 (2015)は鏡に映る自分の
姿を見ながら食べると、実際には孤食であっても、
ポップコーンをおいしく感じ、摂取量は増加するこ
と、若齢者でも高齢者でも同様に効果が認められた
ことを報告した[11]。これは食行動の社会的促進に
とって他者の存在それ自体が必ずしも必要とされな
いことを示している。 
 鏡映自己像に含まれるどの情報が現象の生起に重
要であるか検討することは、この現象のメカニズム
を明確にするために重要である。鏡映自己像には実
際の共食場面と共通する情報として、食事を行う対
象の動的な視覚情報が含まれている。共食場面にお
いて他者の「食べる」活動に影響され食品の摂取量
が変化することが指摘されており[12]、鏡映自己像
に含まれる「食べる」動的な情報によって効果が生
じている可能性がある。そこで本研究では動的情報
を統制しても鏡を見ながらの食事と同様の効果が生
じるか、事前に撮影した食事場面の静止画像を刺激
とすることで検討した。  
 高齢化が急速に進む日本において、高齢者の孤食
は近年顕著になってきた特徴である。特に70代以上
の女性では、ほとんど毎日孤食すると答えた割合は
19.0% と全体の平均である9.8%とくらべて突出し
ている[13]。食事を楽しむことは高齢者のQOL 
(quality of life)と密接に関係していることが指摘さ
れている[14]。誰もが他者と共食して食事を楽しむ
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ことができる社会が望まれるが、現実的には孤食は
家族形態やライフスタイルといった環境要因との関
連が強く、改善は容易ではない。特に高齢者は現在
の環境を変化させることへの抵抗感が強く、変化さ
せた際のネガティブな影響も考慮しなければいけな
い[15]。もし孤食でも食品のおいしさが向上するの
であれば、高齢者のQOLを向上させ心身ともに健康
な生活を営むことに役立つかもしれない。そこで本
研究では高齢者を対象にして、自分の食事中の静止
画を見ることで孤食にもかかわらず食行動の社会的
促進が生じるか検討した。 
 

2. 方法 
65歳以上（66歳～74歳）の高齢者12人（女性７
名、平均年齢68.9歳）を実験参加者とした。すべて
の実験参加者に改訂長谷川式簡易知能評価スケール
(HDS-R)を実施し、総合点21点以上で認知症の可能
性が低いことを確認した。実験で使用した食品への
忌避やアレルギーがないことを確認した。 
 独立変数として、２つの食事条件を設けた。実験
ブースの卓上に設置した24インチの縦型モニタ(38 
cm x 57 cm)上に実験参加者が食事している静止画
像を呈示した条件（自己像条件）とブース内の無人
の静止画像を呈示した条件（統制条件）であった（図
１）。実験参加者はそれらの画像を見ながら食事した。
自己像条件の画像は後述する練習試行で食事中に撮
影した画像を使用した。本試行用の食品としてキャ
ラメル味のポップコーンを使用した(図２)。練習試
行用の食材として煎り大豆を使用した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１ 自己像条件と統制条件のイメージ 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２ キャラメル味のポップコーン 
 

 実験参加者は実験前後に現在の気分を日本語版
UWIST気分チェックリスト（JUMACL）[16]により
評定した。実験前に数種類の種類の異なるポップコ
ーンの味を評価する課題であること、ポップコーン
は好きなだけ食べてよいことが教示され、その後に
練習試行として煎り大豆を90秒間食べた。その直後
に食べた食品の味に関する７項目（おいしい、質が
良い、また食べたい、腹の足しになる、しょっぱい、
甘い、苦い）を６段階（６: 非常によく当てはまる
～１: まったく当てはまらない）で評定した。続く
本試行ではキャラメル味のポップコーンを食べ（90
秒）、評定（練習試行と同様の項目について６段階）
することを２回（自己像条件と統制条件）繰り返し
た。自己像条件と統制条件の順番は実験参加者ごと
にランダマイズした。食事中、実験ブース内には実
験参加者のみが滞在していた。つまり実験参加者は
ひとりで食事した。実験終了後に実験参加者が食べ
残した各ポップコーンの量を計量し、残さず食べた
場合を100%として、条件別にポップコーンの平均
消費割合を計算した。 
 

3. 結果 
	 評定項目のうち、「おいしい」、「甘い」の平均評定
値と平均消費割合を図３に示す。各項目について被
験者内要因として自己像条件と統制条件の間でt検
定を行ったところ、「おいしい」の項目と平均消費割
合で条件間に有意な差が認められた（おいしさ：自
己像条件 (M = 5.08, SD = 0.90)、統制条件 (M = 4.75, 

SD = 0.97)、 t(11) = 2.35, P < 0.05）、消費割合：自己
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像条件 (M = 48.18, SD = 15.02)、統制条件 (M = 40.31, 

SD = 17.97)、 t(11) = 3.76, P < 0.05）。具体的には、自
己像条件の評定値と消費割合が統制条件よりも高か

った。 

その他の項目には条件間で有意な差は認められなか
った（図４）。JUMACLによる実験前後の気分評定
の結果を図５に示す。実験前後の気分評定値に差は
認められなかった。 

 
 
 
  
 
 

図３ おいしさ、甘さの評定値と消費量 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

          数値は平均値（標準誤差） 

図４ 各条件の評定値と消費割合 
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図５ 実験前後の気分評定値 
 
4. 考察 
 自分が過去に食事した際の静止画を見ながら食事
すると、実際には１人で食事しているにもかかわら
ず、ポップコーンをおいしく感じ、摂取割合も増加
することがわかった。一方で甘さやしょっぱさとい
った味覚に差は生じなかった。食品摂取の前後で気
分に差がなかったにもかかわらずこの効果は生じた。
いずれも鏡を見ながらの食事[11]と同様の傾向であ
った。 
 実際の共食場面と共通する視覚情報として、鏡映
自己像には食事を行う対象の動的情報が含まれてい
たが、これらの情報はおいしさの向上や食品摂取量
の増加に必ずしも影響するわけではないようだ。さ
らに今回使用した静止画は別の食品を食べている画
像であることから、「同じ食品」を食べなくても効果
は生じると考えられる。 
 食行動の社会的促進はこれまで自己と他者が「共
に」食事をする場面で確認されてきた[7]。本研究で
用いた食事の場に他者は存在せず、視覚情報として
存在したのは自己の過去に食事した際の静止画であ
った。これは現実の共食場面に存在する「食事とい
う活動に従事する他者」という要素は必ずしも食行
動の社会的促進に必要ではないことを示唆している。 
 食事内容や食事の準備状況を想像させるなど、食
事に関係する心的な感覚を生起させると食認知や食
行動は変化する[17] [18]。今回の現象も刺激に含ま
れる特定の視覚情報の直接的な影響というよりも、
視覚情報を通して「だれかと」共食している心的な

感覚が生起することによって効果が生じたのかもし
れない。それによって孤食であっても「擬似的な共
食」としてポップコーンをおいしく感じ、消費量が
増加するという通常の共食場面と同様の効果が生じ
た可能性がある。 
 高齢者の孤食は配偶者に先立たれるなど共食する
相手を失うことによる食習慣の大きな変化にともな
って生じることが多い[19]。さらに孤食傾向の高い
高齢者はうつになりやすいことも報告されている
[20]。つまり日常的に共食する習慣を有している高
齢者であっても、食習慣の変化によって孤食傾向が
高まり、心身の健康に悪影響を及ぼす恐れは常に有
しているといえる。面接や調査によって高齢者の食
について多くの知見が得られている一方で、高齢者
の食行動を実験的に検討した研究はまだ少ない[21]。
本研究では実際には孤食にもかかわらず「擬似的な
共食」によって食品のおいしさを高め、摂取量を増
やすことができた。「擬似的な共食」を応用すること
は、孤食時の食事の質を簡便に高め、食事への興味
を向上させ、孤食を改善することに役立つかもしれ
ない。 
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